
時野谷 茂 教授 略歴及び業績 
 

略歴 
（学歴）  

1976年 3月 早稲田大学理工学部建築学科卒業 

1976年10月 東京大学生産技術研究所研究生（1978年3月まで） 

1978年 4月 東京大学大学院工学系研究課修士課程建築学専攻入学 

1980年 3月 東京大学大学院工学系研究課修士課程建築学専攻修了（工学修士） 

  

  

（職歴）  

1976年 4月 株式会社汎都市建築研究所（1976年9月まで） 

1980年 4月 一級建築士事務所聚建築研究所代表（一級建築士） 

1984年 6月 東京大学生産技術研究所教務補佐兼務（1985年3月まで） 

1988年 3月 株式会社聚建築研究所代表取締役（1988年12月まで） 

1989年 1月 福島県立会津短期大学助教授 

1993年 4月 会津大学短期大学部助教授 

2003年 4月 会津大学短期大学部教授 

2006年 4月 公立大学法人会津大学 会津大学短期大学部教授 

2013年 4月 公立大学法人会津大学理事，会津大学短期大学部長 

 
会津大学短期大学部在職中，附属図書館長（2003年4月~2007年3月），産業情報学科長（2007

年4月~2013年3月），会津大学短期大学部長（2013年4月~2018年3月）を歴任． 

  

（所属学会）  

日本建築学会，日本デザイン学会 

  

（賞罰）  

日本建築学会主催設計競技入賞（1978年） 

東北建築賞作品賞佳作（日本建築学会東北支部）（1988年） 

  

（社会における活動） 

1990年 会津若松市市民会館建設設計協議審査委員（会津若松市） 

1992年 会津若松市景観審議会委員（会津若松市，2006年より会長 2018年5月まで） 

1995年 会津歴史の街づくり事業委員会副委員長（福島県，1998年まで） 

2009年 4月 福島県総合評価委員（福島県，2018年3月まで） 

2010年 4月 福島県建築審査会委員（福島県，委員長職務代理者 現在に至る） 

2013年 4月 全国公立短期大学協会監事（2016年5月まで） 
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2013年 6月 福島県歴史的建造物保全活用促進協議会ヘリテージマネージャー育成委員会委員長（現在に至

る） 

2014年 4月 大学設置・学校法人審議会 大学設置分科会委員（2018年3月まで） 

2016年 5月 全国公立短期大学協会理事 副会長 広報委員会委員（2018年3月まで） 

2017年 9月 二本松城文化観光施設新築基本設計業務委託プロポーザル審査委員会委員長（福島県建築設計） 

 
 
業績 
（著書） 

[1] 『大工道具集』新建築社，1984年．（共著） 

[2] 『復元鹿鳴館・ニコライ堂・第一国立銀行』ユーシープランニング，1995年．（共著） 

 

（論文・研究ノート等） 

[1] 「日本現代建築史年表1945-1978（日本の現代建築）」『新建築』（新建築社），53(13)，pp. 250-255，1978年．

（共著） 

[2] 「日本近代建築保存に関する基礎的研究」（東京大学修士論文），1980年．（単著） 

[3] 「近代建築の再利用例に関する研究(1)：建築歴史・建築意匠」『学術講演梗概集．計画系』（日本建築学会），

59，pp. 2675-2676，1984年．（共著） 

[4] 「近代建築の再利用例に関する研究 : 近代建築の評価と再利用について : 建築歴史・建築意匠」『学術講演

梗概集．計画系』（日本建築学会），59，pp. 2677-2678，1984年．（共著） 

[5] 「生活工芸館」『建築雑誌』（日本建築学会），105，pp. 60-61，1990年．（共著） 

[6] 「旧土岐章子爵邸について」『学術講演梗概集. F, 都市計画, 建築経済・住宅問題, 建築歴史・意匠』（日本建

築学会），pp. 793-794，1990年．（共著） 

[7] 「日本近代建築の保存・再活用に関する研究：旧土岐章子爵邸」『会津短期大学研究年報』（福島県立会津短

期大学），48，pp. 185-200，1991年．（単著） 

[8] 「日本近代建築の保存・再活用に関する研究：旧土岐章子爵邸(2)旧土岐章子爵邸の再活用計画」『会津短期

大学研究年報』（福島県立会津短期大学），49，pp. 133-149，1992年．（単著） 

[9] 「日本近代建築の保存・再活用に関する研究：旧土岐章子爵邸(3)解体工事並びに移築工事」『会津短期大学

研究年報』（福島県立会津短期大学），50，pp. 97-112，1993年．（単著） 

[10] 「デザイン手法の研究「THE PSYCHOLOGY OF EVERYDAY THINGS」－コンピュ-タ・プログラムによる

D.A.Norman のデザイン思想の実践的研究-1-〔含 資料〕」『会津大学短期大学部研究年報』（会津大学短期大

学部），51，pp. 17-32，1994年．（単著） 

[11] 「日本近代建築の保存・再活用に関する研究 旧長浜検疫所細菌検査所」『会津大学短期大学部研究年報』（会

津大学短期大学部），52，pp. 1-16，1995年．（単著） 

[12] 「ロンドンの中・小規模 terraced house 研究ノート(1)」『会津大学短期大学部研究年報』（会津大学短期大学

部），54，pp. 107-131，1997年．（単著） 

[13] 「工業化住宅の住戸平面作成とその評価に関する研究」『会津大学短期大学部研究年報』（会津大学短期大学

部），55，pp. 13-29，1998年．（単著） 
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[14] Terracced Houses in London Façade Composition Analysis from Townscape Viewpoint, Third Asia Design Conference 

Proceeding, 1998.（単著） 

[15] 「デザイン手法の研究 コンピュータ・プログラムによる D.A.Norman のデザイン思想の研究(2)学生による

授業評価システムへの応用」『会津大学短期大学部研究年報』（会津大学短期大学部），61，pp. 53-67，2004

年．（単著） 

[16] 「2004年度〔会津大学〕文化研究センター公開セミナー報告まちと景観（その2）」『会津大学文化研究セン

ター研究年報』（会津大学），11，pp. 3-21，2004年．（共著） 

[17] 「中国民家研究ノート」『会津大学短期大学部研究年報』（会津大学短期大学部），62，pp. 15-30，2005年．（単

著） 

[18] 「日本近代建築の保存・再活用に関する研究 旧報徳銀行水海道支店」『会津大学短期大学部研究年報

（CD-ROM版）』（会津大学短期大学部），64，pp. 3-24，2007年．（単著） 

[19] 「ロンドンの中・小規模 TERRACED HOUSE 研究ノート(2)」『会津大学短期大学部研究年報（CD-ROM版）』

（会津大学短期大学部），66，pp. 1-37，2009年．（単著） 

[20] 「ロンドンの中・小規模TERRACED HOUSE 研究ノート(3)」『会津大学短期大学部研究年報（CD-ROM版）』

（会津大学短期大学部），67，pp. 1-31，2010年．（単著） 

[21] 「ロンドンの中・小規模TERRACED HOUSE 研究ノート(4)」『会津大学短期大学部研究年報（CD-ROM版）』

（会津大学短期大学部），68，pp. 1-26，2011年．（単著） 

[22] 「ロンドンの中・小規模TERRACED HOUSE研究ノート(5)」会津大学短期大学部研究年報（CD-ROM版）』

（会津大学短期大学部），69，pp. 51-79，2012年．（単著） 

 

（特許） 

[1] 生体センサ装置（特許第4633374号），2010年． 

[2] 瞬時装着型電極装置（特許第4671406号），2011年． 

 

（作品等） 

[1] 「桐材を用いたパーティションユニット」（デザイン，製作，設置），2008年． 

[2] 「桐材を用いたカウンターのデザイン」（デザイン），2008年． 

[3] 「桐材を用いた組み立て式遊具」（デザイン，試作），2008年． 

[4] 「桐材を用いた段差調整機能付床ブロック」（デザイン，試作），2009年． 

[5] 「桐材を用いたパーティションユニット」（デザイン，製作，設置），2008年． 

 

（講演） 

[1] 「会津地域住宅懇談会：城下町・蔵の町の住宅をかんがえてみねぇがし!」2005年． 

[2] 「日本近代建築の保存から町づくりへ」2005年． 

[3] 「ユニバーサルデザインって特別なこと?」2006年． 

[4] 「会津地域住宅懇談会：城下町・蔵の町の住宅をかんがえてみねぇがし!」2006年． 
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